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秋田県北部におけるプルーベ リーの上壊管理法の違いが生育に及ぼす影響

第 1報 有機物資材のマルチ及び植え穴施用による生育促進効果
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1 は じ め に                   3)共 通供試条件

テンシオメーターは埋設深20cmと し,株元から10cm離
ブルーベリーの根は繊維根で浅根性のため,土壌の乾  して設置した。
燥に弱く,ひどい場合は枯死に至る。また,粘土含量が   試験圃場は定植前に土壊の酸度が pH5以 下になるよ
高く,緻密度が高い土壌では,根域の拡大が困難で,生  うに硫黄華を施用し,その後,全面深耕した。植え穴の
育不良になりやすい。そこで,土壌の乾燥防止や物理性  大きさは直径60cn,深さ30cmと した。施肥は硫安を使用
の改善により生育促進を図るため,複数の有機物資材を  し,定植後 1～ 3年 目までは窒素成分で 3 KgN/10a,4
用いて,それぞれの生育特性を検討し,効果的,かつ,  年目は 4 KgN/10a相 当を春期に施用した。
経済性に優れた資材の検索と,その施用法を検討した。

2試 験 方 法
3 試験結果及び考察

(1)マルチ資材の検討 (試験 1)
(1)試験年次 2000年～2003年              樹高は,定植後 1年目は防草・保湿シートが最も優れ
(2)試験場所 秋田県鹿角市 現地回場         たが,2年 目以降は他の有機物資材とほぼ同等となった。
(3)試験圃場の上壌統及び土性             無処理は定植後 1, 2年 目は他の資材より生育が劣った
表層多腐植質黒ボク土,壊土 (触感による)     が, 3年 目以降は差がなかった。定植後 4年目ではいず
(4)試験内容                     れの処理区もH Ocm前後で,大きな違いはなかった。
1)試験 1 マルチ資材の検討             樹幅は,定植後 4年目では防草・保湿シートが最も優
a 供試品種  `ダロウ'2年生樹         れ,次に,有機物の3資材がほぼ同程度となり,最後に
(2000年 4月定植) 栽植距離 2× 15m     無処理の順になった。無処理は地際付近からの強勢な新
b マルチ資材の種類と施用方法及び試験規模    梢 (サッカー枝含む)の発生量が少なく,その影響で樹
防草 ,保湿シート  長さ6m×幅15m/4樹    幅の拡大が劣った (図 1)。

バーク (スギ樹皮) 30Kg/樹 ×4樹
無処理 (対照区)  5樹
防草・保湿シートは4樹連続して被覆し,株元には約
10cm四方の空間を設けた。その他の資材は植え穴上にマ

ルチした。その時の有機物マルチの厚さは約10cmであっ
た。定植時に,全ての植え穴に良く湿らせたピートモス
10Lを施用した。
2)試験 2 土壌 (植え穴)改良資材の検討
a 供試品種  `ブルーレイ'2年生樹
(2000年 4月定植) 栽植距離 2× 15m
b 土壊改良資材の種類と施用方法及び試験規模

初結実した2002年の収量及び平均果重は,オガクズ,
防草・保湿シートが優れていた。結実 2年目の2003年の
収量は,オガクズと無処理がほぼ同程度でともに高かっ
たが (図 2),平均果重はオガクズが21gで最も高く,
無処理は16gと最も低かった。
マルチによる土壌乾燥防止効果は大きく,特に, 5月
から7月 の生育期前半はオガクズが最も低いpF値を示
した。最も乾燥した2000年 8月 27日 の土壊 pF値は,防
草・保湿シート<モミガラ<オガクズ<バーク<無処理
の順に低かった。一方,降雨後の土壊pF値の低下は,
無処理,防草・保湿シートが早く,オガクズが最も遅か
つた (図 3)。

(2)土壊改良資材の検討 (試験 2)
樹高は,定植後 1, 2年目はピートモスが優れたが,
その後は他の資材と同等となった。定植後 4年目では,
オガクズが130cmで最も高く,次にビートモス120cm,モ
ミガラH lcn,無処理109cmの順になった。

オガクズ
モミガラ

ピートモス

オガクズ
モミガラ

30L/樹×4樹
30L/樹×4樹

9L//櫂け×41計
30L/樹×4樹
30L/樹×4樹

無処理 (対照区)  3樹
ピートモスは良く湿らせて,土壊と混和せずに土壊表   樹幅は,常にピートモスが大きく,定植後 4年目では,
層 (深さ約10cm)に施用し,苗木をその中心部に埋め込  ピートモス>オガクズ>モ ミガラ>無処理の順に高かっ
むように植え付けた。その他の資材は土壌と良く混和し  た (図 4)。
て施用し,定植直後に十分量かん水した。マルチは行わ   初結実 (2002年)及び結実 2年目 (2003年)の収量は,
なかった。                      ピートモスが590g及び738gと 圧倒的に高かった。他の
根の採取は土壌採取用の100nl容採土管を使用し,株  資材は2002年はほとんど収穫できず,2003年 はモミガラ
元から30cm離れた東西南北の4カ所の深さ0～ 5 cmと 5  162g,オ ガクズ109gで,無処理66gの約 2倍の収量が
～10cmの 2層から採取した。採取後,根と土を分別し,  得られたが,ピートモスには大幅に劣った (図 5)。 平
根は洗浄,乾燥後,重量を測定した。          均果重は初結実の2002年は各資材間の変動が大きかつた
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が,2003年 はどの資材も15g前後でほとんど差はなか
った。

根量は,ピートモスが圧倒的に高かった。特に,ピー
トモス中の根の密度が非常に高く (ルートマット状),
そこから周囲の土壌に根が伸長するのが認められた。そ
のため,根の採取部位がピートモスの外側であっても,
根量が高くなったと考えられた。他の資材はほとんど差
がなかったが,無処理区の深さ5～ 10cmの根量が他の資
材に比べ低い傾向にあった (図 6)。 また,根量と生育
の関係は明らかではなかったが,収量との関係では,根
量が高いほど収量も高くなる傾向が認められた。
ピートモスは保水性が高く,土壊pF値は最も低いと
予想されたが,実際は各資材間の土壌 pF値の差はほと
んどなかった。これは,土壊pF値の測定部位が深さ20
cmであったため,地表から深さ10cm程度までに存在する

ピートモスの水分環境を正確に反映できなかったためと

考えられた。

4 ま  と  め

以上の結果から,ブルーベリー栽培における有機物マ
ルチは,土壌の乾燥を抑制し,枯死のリスクが高い定植
後 1～ 2年目の初期生育の促進に有効であった。特に,
オガクズマルチは保水性に優れるため,結実後 1～ 2年
目の初期収量及び平均果重が高く,生育促進と収量,果
重の向上に効果的であった。

有機物を利用した植え穴の土壌改良は,ピートモスを
施用すると根の伸長が良好で,初期生育,収量が優れた。
オガクズ,モミガラを施用した場合の生育及び収量は,
無処理より優れたが,ピートモスには及ばなかった。
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